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信頼性に関する設計フレームワークの構成を扱います。ここでは、機能実現に関する一

般設計モデルの構成を明らかにし、さらに機能喪失である故障に関する概念を導入するこ

とで、一般設計モデルに基づく信頼性の位置づけを与えます。さらに、蓋然性に関する概念

理論を導入することで、不具合発生の時間変化および信頼度の計量を構成し、設計概念とベイズ推論に基づ

く協調知識のフレームワークを提案しています。 

 

 

 

市場での不具合発生を未然に防止するためには、信頼性設計での工夫が必要となります。

本研究では、未然防止を目途とした信頼性設計に関するフレームワークを提案しています。

具体的には、一般設計モデルとして、機能概念、属性概念、実態概念、抽象概念、デザイン

解を明確にし、これらの中で信頼性設計の位置付けを明らかにしています。さらに、FMEA（Failure Mode 

and Effects Analysis）および DR（Design Review）との関係を協調知識形成として解釈することで、ワイ

ブル分布に基づくベイズ推論に関する事前分布の設定を与えています。このようなデータ駆動の方法論と統

一的な立場を与えることで、質的信頼性設計の構成に量的信頼性評価の方法論を組込むことが可能となりま

す。なお、これらの方法論を展開することで、データサイエンスに基づく機械学習および AIの手法を用いる

ことが可能となり、本研究では KL（Kullback–Leibler）ダイバージェンスの応用も明らかにしています。 

 


